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1月の運営委員会は 1月 14日 (金)午後 6時 30分 から研修センターで ヨ
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「石炭博物 報告書のありお腺討香員会Jにかる
12月 13日 (土)市 民研修センターに50人 が集まつて

ぼ小w母

11張

建設から 30年 が経過 し老朽化が著しいわが石炭博物館.

ぐらの梁鋼材や壁面の腐食が進行、模擬坑道内の揚水ポン

排水システムも劣化して今や待つたなしの状況にあります中
11月末、「市民の財産として認識を共有 し、保全していくこと

が重要」とする報告書が検討委員会から藤倉市長に提出されたこ

とから、市民に向けて報告会を開いたt)の。

○博物館の設置経過○これまでの入館者数 ○ 施設ブ)劣化状

況 ○ 財政再建計画では指定管理者制度により管理委言こ〇現在
の指定管理者が大規模修繕するのは不可能 ○ 博物館維持ブ)た

めに、世界の宝 ・市民財産としての意識醸成と空知地域とσ)広域

的連携 ① 国や道の助成制度活用 ○ 観光条例ではなく新たな

設置条例の検討 ○ 行政 ・指定管理者 ・市民団体σ)協働の重要性
……等々多岐に渡つて説明報告されました。

石炭博物館の存続と活性化には市民レベルの提案 ・提言が重要

下記の とお リフ

真冬で恐縮ですが
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石炭博物館を守れ… !

を二雪野賢讐諮品gЮ
暗30分付う |

★提言 ①財政眼館閣顧わういた「石溝博物鏑」 回替電碓

.  8馨済遍督格祐景塚零ぽ留需逢」霜蟹語甲  |
④市醍がらいた「百溝博物髄」 碑題専雫   ↑

⑤かいがえれ!「石溝博物髄」 雫野牧卒

★総合討論 百 溝博物館を守れ ! ._  ｀

f民全体が共有するビジョン作 りのため、

ォーランヽ (公開討論会)を 開催 したく思います。

★夕張市博物館フォーラム


